
嬉
野
さ
ん
は
１
９
６
５
年
、
ア

メ
リ
カ
の
全
面
占
領
下
の
沖
縄
に

渡
り
、
カ
メ
ラ
持
参
で
は
命
が
い

く
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
と
言
わ

れ
た
中
で
、
祖
国
復
帰
運
動
に
寄

り
添
い
、
危
険
を
冒
し
な
が
ら
、

占
領
の
実
態
を
発
信
し
続
け
ま
し

た
。講

演
で
は
、
当
時
の
貴
重
な
写

真
を
約
30
枚
、
会
場
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
し
て
、
当
時
の
生
々
し

い
状
況
が
語
ら
れ
、
参
加
者
を
引

き
つ
け
ま
し
た
。

特
に
、
１
９
６
５
年
４
月
20
日

に
宜
野
座
村
で
、
米
軍
車
両
が
６

歳
の
女
の
子
を
轢
殺
し
た
直
後
の
、

米
軍
人
の
占
領
意
識
丸
出
し
の
有

名
な
写
真
を
、
祖
国
復
帰
運
動
の

担
い
手
の
沖
縄
の
人
々
に
よ
っ
て

守
ら
れ
な
が
ら
撮
影
、
フ
ィ
ル
ム

を
本
土
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
話
は
、
参
加
者
に
深
い
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。

嬉
野
さ
ん
は
、
沖
縄
で
は
１
９

７
２
年
の
祖
国
復
帰
後
も
、
米
軍

に
よ
る
事
件
・
事
故
は
後
を
絶
た

ず
、
昨
年
５
月
に
は
、
米
軍
属
に

よ
る
女
性
殺
害
遺
棄
事
件
が
起
き
、

す
べ
て
基
地
が
あ
る
が
故
で
あ
る

こ
と
を
告
発
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
後
か
ら
３
分
科
会

に
分
か
れ
、
①
「
今
学
校
で
は
」

②
移
動
分
科
会
（
第
五
福
竜
丸
展

示
館
見
学
）
③
「
毎
日
食
べ
て
い

る
食
品
の
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
月
22
日
に
開
催
の
新
春
の
つ

ど
い
で
佐
藤
巌
会
長
は
、
昨
年
安

倍
内
閣
の
も
と
で
安
保
法
制
＝
戦

争
法
の
強
行
と
い
う
暴
走
に
対
し

て
「
戦
争
法
」
阻
止
の
署
名
を
取

り
組
み
１
２
７
４
人
の
署
名
を
集

め
て
全
国
の
会
な
ど
と
連
帯
し
て

取
り
組
ん
だ
と
報
告
。

江
東
区
労
連
は
、
１
月
23
日
に

「
旗
び
ら
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

旗
び
ら
き
に
は
、
区
労
連
加
盟
団

体
16
労
組
、
15
団
体
か
ら
１
０
０

人
を
超
え
る
参
加
で
、
春
闘
勝
利
、

雇
用
の
拡
大
、
最
低
賃
金
引
上
げ

な
ど
、
た
た
か
う
決
意
を
固
め
ま

し
た
。

２
部
で
は
、
明
治
乳
業
争
議
団
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
原
告
団
、

地
域
労
組
こ
う
と
う
の
第
一
興
商

パ
ワ
ハ
ラ
事
件
の
仲
間
か
ら
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
26
日
に
開
か
れ
た
江
東
民
主

商
工
会
の
新
春
の
つ
ど
い
は
、
全

支
部
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

挨
拶
で
上
原
譲
会
長
は
「
中
小

業
者
・
国
民
の
運
動
で
安
倍
自
公

内
閣
の
消
費
税
10
％
増
税
を
延
期

さ
せ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
諦
め

て
お
ら
ず
、
ま
や
か
し
の
軽
減
税

率
導
入
と
と
も
に
『
適
格
請
求
書
』

の
発
行
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
中

小
業
者
に
と
っ
て
か
つ
て
な
い
打

撃
と
な
る
も
の
だ
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

江
東
民
商
は
、
運
動
方
針
の
実

践
で
年
始
め
か
ら
５
人
の
会
員
拡

大
と
商
工
新
聞
12
部
を
増
や
す
な

ど
中
小
業
者
の
悩
み
に
応
え
る
活

動
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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「
梅
一
輪
一
輪
ほ
ど
の
暖

か
さ
」
。
か
つ
て
の
風
情

が
信
じ
ら
れ
な
い
昨
今
の

異
常
な
寒
暖
差
で
す
▼
日

米
首
脳
会
談
で
は
「
入
国

禁
止
令
」
の
差
し
止
め
や
各
国
首

脳
の
批
判
で
就
任
早
々
孤
立
し
た

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
「
日
米
同

盟
第
一
」
の
安
倍
首
相
を
異
例
の

厚
遇
で
迎
え
ま
し
た
▼
共
同
声
明

の
冒
頭
「
核
お
よ
び
通
常
戦
力
の

双
方
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
米

国
の
軍
事
力
を
使
っ
た
日
本
の
防

衛
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
（
約
束
）
は
揺
る
ぎ
な
い
」

と
、
来
月
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約

締
結
の
交
渉
を
開
始
す
る
国
連
決

議
に
逆
行
し
、
米
国
の
核
の
傘
に

よ
る
庇
護
を
再
確
認
し
ま
す
▼
歴

代
自
民
党
政
治
が
冷
戦
時
代
の
軍

事
同
盟
に
し
が
み
つ
い
た
ツ
ケ
は
、

安
保
条
約
に
よ
る
大
規
模
公
共
事

業
や
軍
事
費
で
１
千
兆
円
超
の
財

政
赤
字
、
地
位
協
定
24
条
で
米
国

が
負
担
す
べ
き
米
軍
駐
留
経
費
の

７
割
を
思
い
や
り
、
米
国
の
戦
争

の
根
拠
地
と
な
る
１
３
０
余
の
軍

事
基
地
、
米
軍
犯
罪
21
万
件
、
死

者
１
０
９
２
人
等
々
、
平
和
と
く

ら
し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
▼
安
保

問
題
で
は
違
い
が
あ
っ
て
も
「
戦

争
法
」
廃
止
を
め
ざ
す
野
党
共
闘

が
市
民
運
動
を
原
動
力
と
し
て
進

み
、
「
共
産
党
を
除
く
壁
」
が
崩

れ
た
歴
史
的
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

１
月
の
共
産
党
大
会
に
続
き
、
長

野
、
山
梨
、
岩
手
な
ど
参
院
選
で

勝
利
し
た
以
外
の
埼
玉
、
神
奈
川
、

大
阪
、
高
知
等
の
党
会
議
で
も
、

３
野
党
代
表
が
連
帯
の
挨
拶
、
今

後
の
国
会
論
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

区
の
来
年
度
予
算
な
ど
を
審
議

す
る
第
一
回
定
例
会
が
２
月
21
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
前
年
比
５
・
８
％

増
の
１
９
９
６
億
４
千
万
円
余
で

過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

山
﨑
孝
明
区
長
は
こ
の
予
算
に

つ
い
て
「
多
種
多
様
な
区
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
定

の
財
源
が
確
保
で
き
た
」
「
50
万

人
都
市
と
し
て
の
課
題
へ
の
対
応
」

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
育
所
定
員
を
新
た

に
千
人
拡
大
す
る
計
画
は
あ
る
も

の
の
、
人
口
増
加
の
一
方
で
拡
大

す
る
低
所
得
層
や
高
齢
者
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
で
経
営
が
悪
化

す
る
小
規
模
事
業
所
に
対
す
る
新

た
な
支
援
策
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
区
自
ら
低
賃

金
不
安
定
雇
用
を
拡
大
す
る
民
間

委
託
の
拡
大
、
区
民
税
や
国
保
料

の
滞
納
処
分
と
し
て
、
振
り
込
ま

れ
た
ば
か
り
の
年
金
な
ど
を
全
額

差
し
押
さ
え
、
生
活
を
困
窮
さ
せ

る
な
ど
度
を
越
し
た
違
法
な
徴
収

強
化
な
ど
を
さ
ら
に
推
進
す
る
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
民
生

活
を
顧
み
な
い
姿
勢
が
予
算
上
も

明
ら
か
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
山
﨑
区

政
の
問
題
点
を
た
だ
す
と
と
も
に
、

総
額
１
千
億
円
に
の
ぼ
る
基
金
な

ど
、
潤
沢
な
財
政
力
を
暮
ら
し
応

援
に
生
か
す
よ
う
力
を
尽
く
し
ま

す
。

《
第
一
回
定
例
会
》
─
新
年
度
予
算
審
議

潤
沢
な
財
政
力
を
暮
ら
し
応
援
に

２

月

11
日

、

江

東

区

文

化

セ

ン

タ

ー

で

江

東

母

親

大

会

が

開
か

れ

、

約

１

５

０

人

が

参

加

。

午

前

の

全

体

会

で

は

、

報

道

写

真
家

の

嬉

野

京

子

（

う

れ

し

の

・

き

ょ

う

こ

）

さ

ん

が

、

「

沖

縄

の
母

親

か

ら

学

ん

だ

生

き

る

力

─

戦

場

が

み

え

る

島

、

沖

縄

50
年

の
取

材

か

ら

─

」

と

題

し

て

講
演

し

ま

し

た

。新

年

を

迎

え

各

団

体

が

相

次

ぎ

「

新

春

の

つ

ど

い

」

を

開

催

。

安

倍

政

権

の

平

和

と

く

ら

し

、

雇

用

破

壊

の

政

治

を

変

え

よ

う

と

決

意

を

固

め

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

「

つ

ど

い

」

に

は

、

あ

ぜ

上

三
和

子

都

議

が

参

加

し

激

励

し

ま
し

た

。

江
東
民
商

新
会
員
を
迎
え
ス
タ
ー
ト

江
東
区
労
連

な
く
せ
貧
困
・
雇
用
拡
大

で
、
景
気
回
復
を
！

円

内

は

、

講

演

の

報

道

写

真

家

嬉
野

京

子
さ

ん

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
開
催

区
民
生
活
は
軽
視

蓄
え
た
基
金
の
活
用
を

暮
ら
し
応
援
に
！

生
活
と
健
康
を
守
る
会

戦
争
法
阻
止
に
全
力
で
！

江東民商のつどいで挨拶する上原会長



総
会
は
「
日
本
の
未
来
を

危
う
く
す
る
改
憲
策
動
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
団
地
住
民

の
過
半
数
の
賛
同
を
」
の
決

意
を
込
め
た
杉
浦
敏
郎
代
表

世
話
人
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

激
励
に
駆
け
つ
け
た
宇
都

宮
健
児
さ
ん
（
戦
争
法
ぶ
っ

潰
せ
江
東
行
動
代
表
よ
び
か

け
人
）
は
、
会
の
再
建
を
祝

う
と
と
も
に
、
違
憲
の
安
保

法
で
、
自
衛
隊
に
駆
け
付
け

警
護
や
共
同
宿
営
地
防
衛
の

任
務
を
与
え
、
危
険
な
南
ス
ー

ダ
ン
に
派
遣
し
た
安
倍
政
権

は
、
９
条
を
変
え
る
こ
と
を

狙
い
、
国
民
に
容
認
さ
れ
や

す
い
条
項
か
ら
改
憲
の
発
議

を
準
備
し
て
い
る
。
９
条
を

守
る
こ
と
は
平
和
と
人
権
を

守
る
こ
と
。
正
当
な
選
挙
や

裁
判
で
の
主
権
者
の
た
た
か

い
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
公
明
党

の
加
憲
の
問
題
点
」
「
緊
急

事
態
条
項
」
「
米
軍
基
地
と

国
防
」
「
共
謀
罪
法
案
」
に

つ
い
て
質
問
が
だ
さ
れ
、
詳

細
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
軽
食
や
飲
み
物

が
用
意
さ
れ
た
第
２
部
で
は
、

全
員
の
自
己
紹
介
や
涙
な
が

ら
の
戦
争
体
験
談
な
ど
が
続

き
、
最
後
に
、
会
の
申
し
合

わ
せ
と

16
人
の
世
話
人
を
確

認
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

岩
橋
祐
治
全
労
連
副
議
長

が
「
地
域
か
ら
２
０
１
７
春

闘
を
ど
う
進
め
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
、
東
京
土
建
江
東

支
部
を
は
じ
め
４
労
組
が
活

動
報
告
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
区
労
連
の
名

越
秀
和
議
長
は
「
国
民
春
闘

勝
利
、
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
自

衛
隊
撤
収
、
平
和
を
守
り
、

最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
、
大

企
業
の
内
部
留
保
を
は
き
だ

さ
せ
大
幅
賃
上
げ
、
未
組
織

労
働
者
の
組
織
化
」
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

岩
橋
氏
は
講
演
で
、
「

史

上
最
悪
・
最
低
の
安
倍
内
閣

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、

国
民
生
活
の
破
壊
、
格
差
と

貧
困
が
広
が
り
、
大
企
業
の

経
常
利
益
は
３
年
連
続
で
過

去
最
高
の
一
方
、
労
働
者
の

実
質
賃
金
は
こ
の
３
年
で

17
・

５
万
円
減
少
し
、
社
会
的
困

窮
も
最
悪
」
と
指
摘
し
た
う

え
で
、
日
本
の
社
会
問
題
の

解
決
と
経
済
の
持
続
的
安
定

的
な
発
展
の
保
障
に
は
、
貧

困
問
題
の
根
底
に
あ
る
労
働

者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
と
雇
用
の
安
定
が
必
要
で

あ
り
、
全
国
一
律
最
賃
制
の

確
立
が
そ
の
解
決
に
つ
な
が

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
非
正
規
労
働
者

の
増
大
と
組
織
労
働
者
の
減

少
が
日
本
の
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
悪
化
な
ど
に
つ

な
が
っ
た
と
し
て
、
組
織
の

拡
大
・
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

1950(昭和25)年６月25日、朝鮮戦争
がはじまりました。その年の１月から、

米統合参謀本部長ら軍首脳が度々来日

し、マッカーサー司令官と極東の軍事

体制強化について協議していました。

開戦とともに米軍は大量の武器、軍

需物資を「特需」の名で発注し、55年
６月までの５年間で総額16億ドル（１
ドル360円）に達しました。日本経済

に大量のドル札と金貨がばらまかれた

のです。

江東区では石川島造船所などの工場

が米軍の軍需工場となり、会社は儲かっ

たが、労働時間は３割も増え、実質賃

金は３％しか上がらず、労働災害は半

年間で50％も増えました。
マッカーサーは、朝鮮に出動した米

軍の穴を埋めるため、７月８日、警察

予備隊の創設を命令し、本部を越中島

商船大におきます。54年には保安隊か
ら自衛隊と名をかえ、防衛庁も越中島

におかれていました。

さらに、マッカーサーは戦争遂行の

障害になると、官庁、報道機関、企業

から共産党員（その同調者）の追放

（パージ）を命令。政府発表では、公

務員1,177人、民間企業から１万972人
が追放されました。これに先んじて、

1950年２月13日には東京教育庁による
246人の教員の追放がありました。
江東区では、浅間小の堀切路夫ら４

人の教師（毛利小・永見安夫、砂中・

天野悦郎、寺本純）が追放されました。

“弾圧続くさみだれは江東区を低く

して降る”橋本夢道

朝鮮戦争後から日本の再軍備の本部

となり、特需という名の軍需産業復活

の拠点となった江東区で、同時に弾圧

が荒れ狂ったのです。

堀切路夫は、この首切りを東京地裁

に提訴し、９年後に教員では全国で唯

一人、元の浅間小に復職を勝ちとりま

した。
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2007年結成の団地９条の会の有志は「いま、
９条が危ない」と会の再建めざし、当時の倍
以上の202人の賛同人を募り、１月21日に45人
が参加する総会を開催しました。

首 切 り 反 対 で た た か う日 立 亀 戸
の 労 働 者

２

月

14
日

、
亀

戸

文
化

セ
ン

タ

ー
で

春

闘
共

闘

委

員

会

結
成

集

会
が

、
区

労

連
傘

下

の
労

働

組
合

代

表

ら

30
数
人
が
参

加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る

砂
町
の
会
は
２
月
12
日
、
東

京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
「
東
京
大
空
襲
っ

て
な
に
？
」
を
鑑
賞
、
セ
ン

タ
ー
の
山
辺
昌
彦
氏
、
砂
町

の
会
代
表
世
話
人
の
佐
藤
正

広
氏
が
説
明
し
ま
し
た
。

米
軍
が
国
際
法
に
違
反
し
、

無
差
別
に
Ｂ
29
で
焼
夷
弾
を

東
京
下
町
に
集
中
投
下
、
10

万
人
超
の
市
民
の
命
が
奪
わ

れ
た
有
り
様
が
、
下
町
全
域

の
死
亡
場
所
、
写
真
、
遺
品
、

絵
画
な
ど
で
再
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
油
が
ゼ
リ
ー
状
に
詰

め
込
ま
れ
て
い
た
油
脂
焼
夷

弾
の
実
物
も
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
女
性
は

「
一
人
ひ
と
り
に
人
生
が
あ

る
と
思
う
。
そ
れ
が
一
瞬
に

し
て
絶
た
れ
た
。
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
き
な
臭
い
状

況
を
何
と
か
し
な
く
て
は
」

と
話
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
３
月
５
日
（
日
）

13
時

30
分
〜

◆
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い

（
江
戸
東
京
博
物
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル
）

○
３
月

10
日
（
金
）

18
時

30
分
〜

◆
戦
争
と
憲
法
体
験
を
聞
く
つ
ど
い

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会

（
南
砂
区
民
館
）

○
３
月

11
日
（
土
）

11
時

30
分
〜

◆
東
高
校
卒
業
式
門
前
宣
伝

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会

○
３
月

14
日
（
火
）

10
時
〜

◆
重
税
反
対
区
民
集
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○
３
月

17
日
（
金
）

18
時

30
分
〜

◆
江
東
革
新
懇
総
会
・
学
習
会

講
師
：
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会
・
山
口
二
郎

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
・
第
５
研
修
室
）

南砂団 地 ９条の会の再建総 会で激励挨拶す る

宇都宮 健児さん。

「安倍暴走政治にかわる野党連
合政権の実現」の講師は「立憲

デモクラシーの会」の山口二郎

さん(法政大学教授）です。

この学習会（３月17日）に皆

さんの参加をよびかけます。

江東革新懇のよびかけ
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